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釈
蓮
禅
と
藤
原
周
光
の
紀
行
唱
和
詩

の
成
立
時
期
に

つ
い
て

佐

藤

道

生

○
尊
卑
分
脈
 
実
頼
公
孫

は
じ
め
に

 

『
本
朝

無
題

詩
』
巻
七

(
群
書

類
従
本
。
以
下
断

ら
な
い
場
合

は
す

べ
て
同

書

よ
り
の
引
用
)

に
、
釈
蓮
禅
と
藤
原
周

光
の
唱
和
詩
十

六
首
が
収

め
ら
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
は
、
大
宰
府
辺

に
遊
ん
だ

二
人
が
帰
洛
す

る
途
上

に
お
い
て
唱

和
し
た
も

の
で
、
す

べ
て
次
韻

に
よ

っ
て
賦

さ
れ
て

い
る
。
本
稿

で
は
、
そ

の

紀
行
唱
和
詩
を
解

釈
す

る
た

め
の
前
置
き

と
し
て
、
詠
作
年
時
、
即

ち
蓮
禅
と

周
光
が
連
れ
だ

っ
て
西
国
を
旅
し
た
時
期

を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
Q
そ

こ

で
、

ま
ず
蓮
禅

の
出
自

・
家
系
を
調
べ
、
次

に
蓮
禅
と
筑
前
国
と

の
関
係
を
探

り
、
そ
の
上
で
唱
和
詩

の
成
立
時
期

を
考

え
る
、
と

い
う
順

で
論
を
進

め
て
ゆ

ωく
o

蓮
禅
の
出
自

 

釈
蓮
禅

は
、
小
野
宮
実
頼

の
流
れ
を
汲

む
正
五
位

下
木

工
頭
藤
原
通
輔

の
次

子

で
、
俗
名

を
資
基
と

い

っ
た

(『尊
卑
分
脈
』)
。

-
ー
資

房

資
宗

「
公
房
ー

「

 
 
正
五
下

五
蔵
木
工
頭

ー

通
輔

母
主
殿
頭
登
任
女

嘉
保
二
四
廿
四

卒
光
六

1公 少
i萱正

章納県四
言大下
1夫

 

母
若
狭
守
通
宗
女

従
五
下

散
位

1
資
基

 
母

従
五
下

散
位
資
重
 

 

 

 
 
一

母
上
野
介
敦
基
女
 
13

 
 
 
 
 
 
 
 

一

出
家
法
名
蓮
禅

 
 
法
印

山 
ー
弁
覚

法
勝
寺
尊
勝
寺
執
行

法
眼

南
-
静
俊

 
 
母

従
五
下

散
位
 
公
章
為
子

資
保

 
 
大
僧
都

山 
-
章
実

山 
-
公
覚



 
蓮
禅
が
出
家

し
た
時
期
は
、
巻
十

「春

口
遊
二
勝
慮
彌
陀
院

一」
 
の
詩

句

に

「
壮
年
早
遁

二世
縁

一後
、
西
土
託
レ
生
偏
染
レ
肝
。」

と
あ
る
の
で
、
四
十
歳
以
前

と
考

え
ら
れ

る
。

 
蓮
禅

(資
基
)

の
事
績

と
し
て
は
、 

『
三
外
往
生
記
』
、
『
打
聞
集
』
三
巻
、

『
一
句
紗

』

の
編
著

が
挙

げ

15
れ
る
が
、
諸
記
録
類

に
は
そ
の
名

は
見
出
さ
れ

な

い
。

 
保

延
元
年

(
一
二
二
五
)
八
月
十

二
日
の
十

二
社
奉
幣

の
う
ち
、
大
原
野

へ

の
使

に

「資
基
」

の
名

が
見
え
る

(『中
右
記
』)
。

し

か
し
、
後

に
比
定
す

る
生

年

か
ら
、

こ
の
年
蓮
禅

は
す

で
に
五
十
代
で
あ
り
、
 

「壮
年
早
遁
二
世
縁

己

れ

た
事
実

に
合

わ
な

い
。
従

っ
て
、

こ
こ
に
見
え
る
資
基

は
、
教
通
流
能
登
守
藤

原
基

兼

の
息
男
、
従

五
位

下
刑
部
少
輔
資
基
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、

久

安

五

年

(
一
一
四
九
)

六
月

二
十

八
日
の
右
衛
門
督
藤
原
家
成
家
歌
合

に
出
詠
し
て

い

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

②

る

「
資
基

入
道
」
も
基
兼
男

の
方

で
あ

ろ
う
。

 

さ
て
、
蓮
禅

の
祖
父

公
房
は
、
正

二
位
藤
原
経
任

の
養
子
と
な

っ
て

い
る
の

で
、 

『
尊
卑
分
脈
』
為
光

公
孫

の
項

に
も
そ

の
系

図
が
見
出
さ
れ
る
。

ー
…
ー

経
任
-

公
房
i

通
輔

正
四
下

左
京
大
夫

公
章
母

「
公
明
ー

章
実

 
 
 
 
 
 
母

 

こ
こ
に
は
資

基
の
名

は
見

え
ず
、
前
掲

の
実
頼
流

の
系
図

で
資
基
男
と
あ
る

章
実
が

公
明
男
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
解
釈
す

る
と
、
公
章

と
公
明
と

は

別
人

で
、

公
明
が
資
基

に
当
た
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
蓮
禅

の
兄

は
諸
記

録
類

に
お

い
て
、
「
公
章
」
「
公
明
」
と
両
様

の
書
き
方
が
さ
れ

て

い
る

の
で
、

こ
の
場
合
も
、

公
明

は
公
章
と
同

一
で
あ
り
、
 
『
尊
卑
分
脈
』

の
誤
り
か
と
思

わ
れ
る
。
資
基
男

の
資
保
、
公
覚

の
二
人
は
と
も
に
公
章

の
養
子

と
な

っ
て

い

る

(そ
れ
ぞ
れ

『尊
卑
分
脈
』、
『中
右
記
』
長
承
三
年
二
月
十
七
日
条
)

の
で
、
次
子

章
実

も
そ
う
で
あ

っ
た
と
考
え

た
い
。

蓮
禅
の
父
通
輔

 

蓮
禅

の
父
通
輔

は
、
 
『
中
右
記
』
嘉
保

二
年

(
一
〇

九
五
)

四
月

二
十
四

日

条

に
、
そ
の
死
去

の
記
事
が
あ
り
、
官
歴
と
為
人
が
知

ら
れ

る
。

 
 

聞
、

此
卯
時
許
、

蔵
人
兵
部
大
輔

兼
木

工
頭
藤
通
輔
卒
去
年
卦
六
之
由
。

 
 
通
輔
老
左
京
大
夫
公
房

一
男
也
。
母
故
通
任
之

女
。
往
年

父
卿
辞

二
相
公

一

 
 
申
レ
補

二
五
位
蔵
人

一之
後
、
此
四
五
年

夙
夜
奉

公
。

心
性
甚
直

、

萬
人
恋

 
 
慕
。
就
中
與
二
下
官

一成
二
兄
弟
契
(
未
レ有

二改

変
ハ
干
レ
朝
干
レ
タ
常
以
接
レ

 
 
襟
。
而
去
十

五
日
供
二奉
賀
茂
行
幸

一之
後

、
身
有
一一温
気

ハ
頗

示
二
不
例
由
4

 
 
度

々
向
二
門
前

一相
訪
之
庭

、
已
減
レ
気
由
有
二
返
報
叫
俄
従
二
昨

日
夕

一
重
悩

、

 
 
今
朝
遂
以
逝
去
。

呼
嵯
哀

哉
、
生

死
之
別

不
レ
可

三
ム
蓋

一欺
。

七
旬
父
母

 
 
干
レ
今
猶
在
。
就
中
只

一
子
也
。
量
二思

一
子
之
別

ハ
悲
歎
無
レ
極
獄

。

 

「
兄
弟
契
」
を
結
び
、

「
常
以
接

レ
襟
」

と
あ
る
よ
う
に
、

『
中
右

記
』

に
は

宗
忠
と
通
輔
が
同
車
し
て
参
仕
、
退

出
帰
家
す

る
事
が

頻
繁

に
見

ら
れ
、
通
輔

の
事
績
も
散
見

さ
れ

る
。
彼

に
関
し
て
簡
単

に
記

し
て
お
く
。

 
参
議
正

三
位
藤
原
公
房

の

一
男
で
、
康

平
三
年

(
一
〇

六
〇
)

生
れ
。
 
『
中

右
記
』

に
初
見

の
寛
治
四
年

(
一
〇
九
〇
)

四
月
九
日
、
斎
院
令

子
内
親
王
御

襖

に
五
位
と

し
て
見
え
、
摂
政
藤
原

師
実

の
家

司
で
あ

る
。

こ
れ

以
前

の
記
録

と
し

て
は
、
応
徳
四
年

(
一
〇

八
七
)

の
元
日
擬
侍
従

の
少
納
言
と
し

て

「
正

五
位
下
藤
原
朝
臣
通
輔
」

と
あ

る

(
『江
家
次
第
』
巻
+

}
、
応
徳
三
年
+
二
月
二
日

一14一



付
の
定
文
)Q

 
寛
治
五
年
八
月
八
日
、
蔵

人

に
補

さ
れ
る
。

こ
の
時
、
正

五
位
下
兵
部
権
大

輔

で
あ

っ
た

(田中
右
記
』
、
『職
事
補
任
』。
後
者
は
八
月
九
ロ
補
と
す
る
)
。

こ
れ
は
、

父
公
房
が
参
議

を
辞

す
る
に
当

っ
て
申
請
し
た

の
で
あ

る

(『公
卿
補
任
』)
。

 
寛
治

八
年
十
月

二
十
四
日

の
夜
、
皇
居
堀
河
院
が
焼
亡
し
た
Q
偶

々
こ
の
夜

通
輔

は
、
侍
従
宗
忠
、
左
京
権
大
夫
源
俊
頼
と
と
も

に
宿
侍
し
て
お
り
、
出
火

に
際

し
て
堀
河
天
皇

の
指
示

の
下

に
奔
走

し
て
い
る

(『中
右
記
』)
。

 
通
輔

の
精
勤

ぶ
り
は

『
中
右
記
』
か
ら
伺

わ
れ
る
が
、
彼
は
し
か
も
有
職
故

実

に
明

る
か

っ
た
Q
宗
忠

は
女
叙
位

(寛
治
六
年
正
月
十
口
)

や
石
清
水
臨
時
祭

(同
年
三
月
二
士

ニ
ー-
)

な
ど
で
は
、
通
輔

か
ら
行
艀

の
故
実

を
教
わ

っ
た
り
、

治
部
卿
源
俊
明

に
故
実
を
尋
ね
る
場
合

に
通
輔
を
通
し
た
り

(同
年
四
月
八
日
)
、

ま
た
、
出
仕

し
な
か

っ
た
日

の
出
来
要

を
通
輔

か
ら
聞

い
て
日
記

に
注
付

し
た

り
し
て
い
る

(寛
治
八
年
三
月
十
九
ロ
、
四
月
十
二
日
)
。
通
輔

の
そ

の
方
面

の

知

識

は
宗
忠

に
信
頼

さ
れ

て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
と

い
う

の
も
、
祖
父

に

『
春
記
』
作
者

の
正

三
位
藤
原
資
房
を
持

っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
父
公
房
は

資
房

の
子

と
し
て
生

ま
れ

た
が
、
正

二
位

大
納
言
藤
原
経
任

の
養

子

と

な

っ

た
。

し
か
し
、
資
房

の
日
記
は
通
輔

ま
で
相
伝

さ
れ

て
い
た
。
寛
治
六
年
七
月

二
十

一
日
、
石
清

水
八
幡
宮

に

お

け

る

金
泥

大
般
若
経
供
養

で
は
、
通
輔

は

「
祖
父
春
宮

大
夫
記
」

か
ら
長
暦
三
年

の
先

例
を
引

い
て
宗
忠

に
示
し

て
い
る

(『中
右
記
』
)
。

こ
の
類

の
事

は
、
『
中
右
記
』
同
年

八
月
十

四
口
、
十
七
日
、

二

十

一
日
、
翌
年
十
月

八
日
の
各
条

に
も
見
ら
れ

る
。

 

い
つ
木
工
頭
を
兼
ね
た
の
か
わ
か
ら
な

い
。
嘉
保

二
年

四
月

二
十
四
日
、

三

十

六
歳

で
没

し
た
。

 
没
後
、
父

母
は
千
日
講
を
行
な

い
、
後
世

を
弔

っ
て
い
た
が
、
そ

の
験
あ

っ

て
天
上

に
生

ま
れ

た
こ
と
を
通
輔

が
息
男

公
章

の
夢

に
詩
を
作

っ
て
示
し
た
と

い
う

(『中
右
記
』
永
.長
二
年

(
一
〇
九
七
)
九
月
七
日
条
、
『続
古
事
談
』
巻
二
)
。

 
通
輔

の
風
流
韻
事

の
方
面

の
事
績

は

『
中
右
記
』

か
ら
次

の
三

つ
が
知

ら
れ

る
.
寛

治
六
年

(
一
〇
九

二
)
四
月
十

二
日
、
女
御
篤
子
内
親
王
御
所

で
和
歌

管
弦

の
催

し
が
あ

り
、
そ

こ
で

「
松

色
久
緑
」

の
題

で
詠
ま
れ

た
和
歌

の
講
師

を
務
め
て

い
る
。
寛
治
八
年
関
三
月

十
七
日
、
蔵
人
頭
藤
原
能
実

の
八
條
亭

の

聯

歌
管
絃

の
興
に
、
宗
忠
、
源
少
将
有
賢
、
因
幡
守
藤
原
長
実

ら
と

と
も

に
加

わ

っ
て

い
る
。
同
年

八
月
十
九
日
、
前
関
白
師
実
が
賀
陽
院

で
催

し
た
歌
合

に

参

上
し
て

い
る

(歌
人
と
し

て
で
は
な

い
)
。

 

こ
れ
以
前
に
は
、
承
保

二
年

(
一
〇
七

五
)
九
月
、

承
暦

二
年

(
一
〇

七
八
)

四
月
三
十
日
の
二
箇
度

の
内
裏
歌
合

へ
の
参
加
が
認

め
ら
れ

る
。

 
詩

会

へ
の
参
加
も
頻
繁

に
あ

っ
た
と
思

わ
れ

る
が
、
現
存
史
料

に
は
見
出

さ

れ
な

い
。

蓮
禅
の
妹
宰
相
典
侍

 
通
輔
没
後
、
宗
忠
男

の
宗
能

の
夫

人
と
な

っ
た
通
輔
女

の
宰
相
典
侍

に
つ
い

て
・記
し

て
お
く
Q

 

こ
れ
も

『
中
右
記
』

に
そ

の
死
去

の
記
事
が
あ

る
。

大
治

五
年

(
一

コ
ニ
○
)

山ハ
日
刀
十
七
日
条
に
、

 
 
辰
時
許
、
宰
相
典
侍
卒
去
之
由
所
レ
聞
也
。
件
人

故
通
輔

女
也
Q

年
酬
判
九
・

 
 
院
與
二
御
乳
母
一同
有

二恩
許

一人
也
。
件
人
許

二
、

此
中
将

女

子

二

人

生

 
 
也
。
中
将
籠
居
。

と
あ

る
。
左
中
将
宗
能

(当
時
四
十
七
歳
)
と
の
間

に
二
人

の
女
子
が
あ

っ
た

と
知
ら
れ
る
。
没
年

は
三
十
九
歳

の
方

に
従

い
た

い
。
宰
相
典
侍

は
父
通
輔
が

没
し

た
時

に
四
歳
で
あ

っ
た
Q
そ
の
後

は
、
祖
父
公
房
が
後

見
し

た
と
思

わ
れ

る
。
公
房
が
参
議

で
あ

っ
た
の
で
、 

「
宰
相
」

の
冠
称
が
あ
る

の
だ

ろ
う
。
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蓮
禅
の
兄
公
章

 
蓮
禅

の
兄
公
章

の
生
年

は
未
詳

で
あ
る
が
、

次
節

で
比
定
す

る
蓮
禅

の
生
年

か
ら
、
父
通
輔

二
十

一
歳

の
承
暦
四
年

(
一
〇

八
〇
)

頃
の
生
れ

と
こ
こ
で
は

考
え

て
お
く
。

 
寛
治

二
年

(
一
〇

八
八
)
白
河
院
御
給

を
賜

わ
る

(『中
右
記
』
天
承
二
年
正
月

五
目
条
)
Q

 
嘉
保

二
年

(
一
〇

九
五
)

四
月

二
十
四
日
、
十
六
歳
で
父

に
死
別
す

る

(『中

右
記
』
)。

こ
の
後
、
母
が
若
狭
守
藤
原
通
宗
女
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
通
宗

の
弟

通
俊

(当
時
、
従

二
位
権
中
納
言
、
治
部
卿
)

の
養
子
と
な
る

(
『尊
卑
分
脈
』)
。

 

二
年
後

の
永
長

二
年

(
一
〇
九
七
)
正
月
三
十
日

の
除
目
で
式

部
少

丞
に
任

ぜ

ら
れ

る

(『中
右
記
』)。

こ
の
年

の
秋
、
公
章

の
夢

に
父
通
輔
が

あ
ら
わ
れ
詩

作
す

る

(
前
述

)
。

 
康
和

三
年

(
=

〇

一
)
九
月
十

一
日
、
忠

実
邸

の
聯
句
会

に
、
源
俊
仲
、

大
江
通
国
、
同
広
房
、
藤
原
兼
基
ら
と
と
も

に
参
加
す
る

(『殿
暦
』
)。

 
長
治
元
年

(
二

〇

四
)
十

一
月
十
日
、
因
幡

権
守

某

の
書
亭

で
催

さ
れ
た

詩
会

に

「
朝
散
大
夫

公
明
」
と

し
て
出
席
す
る

(
『中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
』)。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③

同
じ
頃
、 

「
藤

二
千
石
文
亭
」

の
詩
会

に
も

「
散
位
公
明
」

と
し
て
出
席

す
る

(『詩
序
集
』)
。

こ
れ
に
よ
り
、
長
治
元
年
以
前

に
叙
爵

し
、
式
部
少
丞

を
辞

し

散
位
と
な

っ
た
と
推
定

さ
れ

る
。

 
天
永

二
年

(
一
=

一
)
十
月

五
日
、
中
納
言
忠
通

の
作

文
始

の
招
待
客

の

中

に
そ

の
名
が
見
出

さ
れ
る
が
、
身
分
は
、
 
『
中
右
記

』
に
は

「
君
達
」
、
『
永

昌
記
』

に
は

「
散
位
」

と
あ

る
。
同
年
十

一
月

二
十
五
日
、
中
納
言
(
忠
通

か
)

邸

の
詩
会

に

「
散
位

公
章
」
と
し
て
出
席
す
る

(
『中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
』)
。

 
翌
天
永
三
年

二
月

六
日
に
は
白
河
院

殿
上
人
と

し
て
そ
の
名
が
見
出
さ
れ

る

(
『中
右
記
』)
。

 

こ
の
後

、
少

納
言
と
な
る
が
、
任
ぜ
ら
れ

た
時
期
は
わ

か
ら

な

い
。
永
久

五

年

(
一
=

七
)

二
月
七
日
に
は
既

に
そ
の
職

に
就

い
て
い
る

(
『殿
暦
』
)。
そ

し
て
、
保
安
四
年

(
一
一
二
三
)

二
月
十
九
日

の
崇

徳
天
皇
即
位

の

儀

に

は

「
典
儀

、
少
納
言

正
五
位
下
藤
原
公
章
」
と
し
て
奉

仕
す
る
 
(『天
柞
禮
祀
職
掌

録
』)
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ω

 

大
治

二
年

(
一
=

一七
)
正
月
、
筑
前
守

に
任
ぜ
ら
れ

(『大
日
本
史
』
表
、国
郡

司
、
筑
前
)、
大
治
四
年
正
月

二
十
四
日
に
は
右
京
権
大
夫
を

兼
任

す
る

(『中
右

記
』)
。

 

翌
年
秋

に
は
鳥
羽
院
昇
殿

を
聴

さ
れ
、
九
月

五
日
の
三
條
東

邸
の
和
歌
御

遊

に
は
、
和
歌
を
奉

っ
て
人

々
に
属
目
さ
れ
た
。

 

天
承

二
年

(
一
二

二
二
)

五
月
十
九

日
に
筑
前
守
を
辞
す
。

 

翌
長
承

二
年

に
は
、
元

日
擬
侍
従
を
務

め
、

三
月

二
十
九
日
、
正

四
位
下

に

叙
せ
ら
れ
、
四
月

二
十
八
日
、
北
野

の
作
文
会

に
出
席
す
る

(以
上

『中
右
記
』
)
。

こ
の
年

、
公
章

は
推
定
年
齢
五
十
四
歳

で
あ

る
。

 

こ
れ
以
後

の
公
章

の
動
向
は
不
明
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
彼
が
詩
歌

の
才

に

す

ぐ
れ
て

い
た
こ
と
は
以
上

か
ら
知
ら
れ

よ
う
。

 

『無

題
詩
』 

(巻

七
)

に
は
、
そ

の
没
後
、
蓮
禅
が
荒
廃
し

た
旧
宅

に
遺
子

を
訪
れ
た
時

の
詩

(「冬
日
向
二
故
右
京
兆
東
山
之
奮
宅
↓硯
聴
所
ノ催
、
潜
然
而
賦
 
。
」)

が
見
え
る
。
最
終
官
職
は
正
四
位
下
右
京
大
夫

で
あ

っ
た
。

 

公
章

は
、
藤
原
敦
基

(
周
光

の
養
父
)
女
を
妻
と
し

て
お
り
、

二
人

の
間

に

は
資
重
が
生
ま
れ
て
い
る
。
蓮
禅
と
周
光
と

の
結
び

つ
き
も
公
章
を
介

し
て

の

こ
と
で
あ

っ
た

の
か
も
し
れ
な

い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㈲

 

以
上
、
父
、
兄
弟

の
順

に
蓮
禅

の
環
境
を
見
た
。
彼

の
詩
才
は
後
世
、
 
「
想

夫

空
海

之
後
釈
氏
言
レ
詩
者
、
未
レ
聞
下
如
二
蓮
禅

一者
炉
」

(『本
朝

一
人

一
首
』
巻
六
)
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と
評
さ
れ
る
程
卓
越

し
て
い
た
が
、
そ

こ
に
、

か
ら

の
影
響
を
見
逃
す

こ
と
は

で
き
ま

い
。

蓮
禅
と
筑
前
国
と
の
関
係

博
学
な
父
や
文
才
に
長
け
た
兄

 
蓮
禅

の
撰

で
あ

る

『
三
外
往

生
記
』

に

「
筑
前

入
道
」
と
割
注
が
あ

る
よ
う

に
、
彼

と
筑
前
国
と

は
何

ら
か
の
関
係
が
あ

る
と
思

わ
れ
る
。

 

『
無
題
詩
』
巻
七

に
は
、
筑
前

か
ら
帰
洛
す

る
際

の
道
筋

に
沿

っ
た
紀
行
詩

 
 
 
 

㈲

が

二
群
あ

る
。

ひ
と

つ
は
今
問
題
と
し
て

い
る
蓮
禅

・
周
光

の
次
韻

に
よ
る
唱

和
詩
十

六
首

で
あ

り
、

い
ま

ひ

と

つ

は
蓮
禅

の
十
七
首

で
あ

る
。
前
者
を
A

群
、
後
者

を
B
群

と
す

る
。
詩

の
内
容
か
ら
A
群

は
春
季

の
作

で
、

B
群
は
秋

季

の
作

で
あ

る
か
ら
、
詩
作

の
時
期

は
異
な
る
。
両
群

を
比

べ
る
と
、
詩
作

の

場

を
同

じ
く

す
る
の
は
筑
前

の
葦
屋

の
詠

で
あ

る
。

蓮
禅

は
A
群

の
 
「
宿
二
葦

屋
泊

一」

で

「斯
泊

三
為

二
往
反
躬

ご

と
言

い
、
B
群

の

「
着

二葦
屋
津

一有
レ
感
」

の
尾
聯

で

「
不
レ
圖
再
二
到
於
斯
地

↓
思
レ
奮

瀾
干
涙
忽
降

。」

と
言

い
、

こ
の
聯

に

「
往
年
随

二養
親

一路
次

二此
泊

鱒
今

又
來

。
故

云
。」

と
注

し
て
い
る
。

 
従

っ
て
、
蓮
禅

の
筑
前
下
向

は
、
養
親

に
随

っ
た
時
が
初
度

で
、

B
群

の
詩

作

の
時

の
往
路
が

二
度
目
、
A
群

の
詩
作

の
時

の
往
路
が
三
度
目
と

い
う
こ
と

に
な
る
。

 
そ
れ

で
は
、
養
親

に
随
行

し
た
初
度

の
筑
前
下
向

は
い
つ
の
こ
と
で
あ

っ
た

ろ
う
Q

 
資
基

(蓮
禅
)

の
兄
弟

は
、
父
通
輔

に
死
別
し

て
後
、
そ
れ
ぞ
れ
然
る
べ
き

縁
故
者

の
養
子

と
な

っ
た
。
兄

公
章

は
、
母

の
若
狭
守
通
宗
女

の
関
係
か
ら
、

通
宗

の
弟
通
俊

の
養
子
と
な

っ
た

(『尊
卑
分
脈
』)
。
恐
ら
く
資
基
も
そ

の
縁

で
、

筑
前
と
関
係

の
あ
る
者

の
養
子
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

に
該
当
す
る
人

物

に
、
通
宗

の
従
弟
で
正
四
位

下
筑
前
守
藤
原

基
実
が

い
る
。
基
実
も

ま
た
通

宗
女
を
妻

と
し
て

い
た

(
『尊
卑
分
脈
』)
。

 
基
実
は
、
長
治

二
年

(
二

〇

五
)
十

二
月
晦

日
、
筑
前
守

に
任

ぜ

ら

れ

(『中
右
記
』)
、
天
仁
元
年

(
一
一
〇

八
)

八
月

二
十
八
日
、
六
十
四
歳

で
任

国

に
お
い
て
没

し
た

(『中
右
記
』
同
年
九
月
十
九
日
条
、
『尊
卑
分
脈
』)
。 

恐
ら
く
資

基

は
長
治

三
年
早

々
に
養
父
基
実

に
随

っ
て
筑
前

へ
下
り
、
養
父
が
没
す
る
ま

で
の
二
年
半
を
そ

こ
で
過
し
た
と
思
わ
れ
る
。

 

こ
こ
で
、
資
基

の
生

母
に

つ
い
て
考
え

て
お
き

た
い
。
 
『
尊
卑
分
脈
』

に
は

そ
の
記
載

は
な
く
、
断
定

は
で
き

な
い
が
、
養
親

を
基
実
と
す
れ
ぽ
、
そ

の
母

は
兄
公
章

と
同

じ
通
宗
女

と
考

え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
詩
序
集
』

の

「
散
位
班
-
資
基
」

(後

の
蓮
禅

で
あ

ろ
う
)

の
作
、

「
冬
夜
於
二
源

二
千
石

書
窓

一守
二
庚
申

一同
賦
三
白
雪
満
二
園
池

一詩
」

に

 
 
亭
主

二
千
石
者
、
花
族
之
第

一
也
。
左
僕
射
之
順
孫

、
源
相
公
之
長
子
。

 
 
齢
在
二
丁
壮

哨
期
二
昇
進
於
棘
路
之
塵

一焉
。

と
あ

る
。

こ
の

「
源

二
千
石
」

は
、
左
大
臣
源
俊
房
孫

で
、
参
議
師
頼

の
長
男

の
師
能

で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
師
能

の
母
も
若
狭
守
通
宗
女
で
あ
る

(
『尊
卑
分

脈
』)
。

資
基
は
母

の
姉
妹

の
関
係
で
師
能

の
も

と

に
出
入

り
し

て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

 
次

に
、

二
度
目

の
筑
前
往

反

の
時
期

に

つ
い
て
考

え
て
み
よ
う
。
 

「
五
十
生

涯
残
日
少
」

(「着
二同
国
江
泊
一頓
作
レ
之
」)
の
詩
句

か
ら
、
出
家
後

で
あ

る

と

知

ら
れ
る
。
ま
た
、
コ

尋

二
西
府

温
泉
地

(
治
レ
病
逗
留
及
二
両
年
ご

(着

喪

門
璽

即
事
」)
と

「浪
跡

二
年
遊
蕩

子
。
」
(
「於
二室
泊
一即
事
」)
か
ら
、
下
向

の
目
的
が

湯
治

に
あ
り
、

二
年

に
及
ぶ
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
「
過

ご

門
司
関

一述
二
四
韻

一」
の
頷
聯

に

「
門
司
因
レ
例
難
レ
加
レ警
、
社
牒
有
レ
威

不
レ
揮
・

行
。
」
と
あ
り
、

こ
れ

に

「
香
椎
宮
行
牒
、
威
権
満

二
日
域

↓
抱
関
者

不
レ
能
二
掬

留
↓

故

云
。」

と
注
が
あ

る

こ
と
か
ら
し
て
、

湯
治
と

い
う
よ
う
な
私

的
な
目
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的
だ
け

で
な
く
、
公
務
を
携
え
た
筑
前
下
向
で
あ

っ
た
よ
う

に
思

わ
れ

る
。
さ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
①

ら

に
、
帰
洛

す
る
に
当

っ
て
、
 
「
未
レ
全
三
衣
レ
錦
帰
二
郷
土
ご

(「過
二山
鹿
三
崎

詠
乏

」
)
な

ど

と
、
此
度

の
下
向

に
栄
利
達

成

の
可
能
性
が
あ

っ
た

よ
う
な
語

気
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
も
そ
れ

は
想
像

さ
れ
よ
う
。

 
恐
ら
く

二
度
目

の
筑
前
下
向
は
、
兄
公
章

の
筑
前
守
赴
仕

に
伴

っ
て
の
こ
と

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
述

の
如

く
、
公
章

は
大
治
二
年

(
一
一
二
七
)

正

月
筑
前
守

に
任
ぜ
ら
れ
、
天
承

二
年

(
一
=
二
二
)

五
月
十
九

日
に
辞
し
て

い

る
。
但
、
彼
は
大
治
五
年

九
月

五
日
に
初

め
て
鳥

羽
院

へ
昇
殿

し
、
天
承

二
年

正
月

五
日

の
叙
位

の
儀

に
も
そ
の
名
が

見
え
る

の
で
、
実
際

に
任
国

に
あ

っ
た

時
期

は
明
ら
か
で
は
な

い
。

 
そ
れ

で
は
、

B
群

の
詩
作

の
時
期
、

即
ち
蓮
禅

の
帰
洛

の
年

は
い
つ
で
あ

っ

た
ろ
う

か
。
詩

の
内
容
か
ら
季
節

は
秋

で
あ

る
。
ま
た
、
 
「
逗
留
及
二
両
年

一」

「浪
跡

二
年
遊
蕩
子
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
蓮
禅

の
帰
洛

の
時
期

は
、
大
治
三

年

か
ら
天
承
元
年
ま
で

の
い
ず

れ
か

の
年

の
秋
で
あ
ろ
う
。

 

「
於
二渡
津

一述
懐
」

の
起
聯

に

「
秋
去
秋
来
罵
旅
天
。
俄
乗

二帰
樟

一在
二
江

辺
ご

と
あ

る
の
で
、
秋
を
迎
え

て
急

に
帰
洛
す
る

こ
と
が
決
ま

っ
た

こ

と
が

知
ら
れ
る
。

こ
の
四
年
間

の
夏

か
ら
秋

に
か
け

て
起
き
た
重
大
事
と

い
え
ば
、

大
治
四
年

七
月

七
日
の
白
河
法
皇
崩
御

で
あ
ろ
う
。

こ
れ

に
伴

う
政
局

の
変
化

に
反
応

し
て
公
章
が
上
洛
す
る
折

に
、
蓮
禅
が
同
道
し
た
と
考
え
ら
れ

な
く
も

な

い
が
、

そ
れ
よ
り
は
む
し

ろ
、
大
治
五
年
六
月
十
七
日
、
通
輔

女
で
藤
原
宗

能
夫
人

の
宰
相

典
侍
が

没
し
た
事

に
よ
り
、
蓮
禅

は
都

へ
戻
ら
な
け
れ
ぽ

な
ら

な
く
な

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
Q
妹

の
死
と

い
う
悲
報
を
受
け
て
俄

か
に
帰

船

に
乗
り
込
ん
だ
も

の
と
考
え
た

い
。

 

「
着
二同

国
江
泊

一頓
作
レ
之
」

に

「
五
十
生
涯
残

日
少
。
」

の
句

が

あ

る

の

で
、
大
治
五
年

に
蓮
禅

四
十
代
後
半
と
す

る
と
、
そ

の
生
年
は
永
保
三
年

(
一

〇

八
三
)
頃

と
比
定

さ
れ
る
。
こ

の
推
定

に
よ
れ
ば
、
蓮
禅
は
、
父
通
輌

二
十

四
歳

の
時

の
子

で
あ

り
、
十

三
歳

で
父

に
、

二
十

六
歳
で
養
父
藤
原
基
実

に
死

別
し
た

こ
と

に
な
る
。
蓮

禅

の
出
家
、
さ
ら
に

『
三
外
往
生
記
』

の
執
筆

は
、

こ
の
実

父
、
養

父

の
相
次
ぐ
死
と
無
縁
で
は
な
か
ろ
う
。

紀
行
唱
和
詩
の
成
立
時
期

 
前
節
で
は
、
蓮
禅

の
二
度

の
筑
前
下
向
は

い
ず

れ
も
身
内

の
筑
前
守
赴
任

に

関
係
す
る
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
を
見
た
。
そ
れ
で
は
、
蓮
禅

に
と

っ
て
は
三
度

目
で
あ
り
、
周
光
と
と
も

に
遊
ん
だ
筑
前
旅
行
は

い
つ
の
こ
と

で
、
ど

の
よ
う

な
事
情

に
よ
る
も

の
で
あ

っ
た
ろ
う
か
.
そ

の
折
の
唱
和
詩
十

六
首

に
は
二
人

の
年
齢
を
は

っ
き
り
と
示
す
語
句
は
な
く
、
そ

の
時
期

に

つ
い
て
は
、
蓮
禅

の

側

か
ら
は
、

二
度
目

の
筑
前
下
向

よ
り
戻

っ
て
以
後

と
し

か

言

え

ず
、
従

っ

て
、
周
光

の
側
か
ら
考
え
て
み
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
。

 
周
光

の
和
し

た

「
周
防

田
嶋
湊
」

の
尾
聯

「
洛
中
再
会

楡
仮
レ
待

。
去

夏
祖

莚
拙
序
成
。
」

に
注

し
て

「
去
年
輝
下
一一西
鎮
4
発
向
之
日
、
東
山
饒

別
之
莚
、

予
為

二唱
首

一倹
約
二
後
会

哺
故

云
。
」
と
あ

る
こ
と

か
ら
、
周
光
が

筑
前

へ
下

っ

た

い
き

さ

っ
が
次

の
よ
う
に
推
測

さ
れ

る
。

 
去
年

の
夏
、
西
下
す

る
蓮
禅

の
た
め
に
送
別

の
宴
が
開
か
れ
、

周
光
が
詩
序

を
執
筆

し
た
。
洛
中

で
再
会

す
る
こ
と
を
倫
か
に
約
束
し
、
蓮
禅
を
見
送

っ
た

が
、

周
光

自
身

も
筑
前

を

「
遊
蕩
」

し
た
く
な
り
、
あ
と
を
追

い
か
け
、
洛
中

な
ら
ぬ
西
鎮
で
再
会

し
た
、

と
。
彼

ら
の
旅
中

の
詩

に
屡

々
見

ら

れ

る

「
遊

蕩

」

の
語

は
、

た
ん
な
る
放

逸
を
言

う
の
で
は
な
く

し
て
、
俗
塵

を
離
れ

て
、

閑
雅

な
心

の
迫
遙

の
中

に
我

身
を
託
す

こ
と
を
意
味
す

る
の
で
あ

る
。

 

『
無
題
詩
』

に
は
筑
前

に
お
け
る

二
人

の
勒

韻
詩

(
或

い
は
次
韻
詩
)
が
見

出
さ
れ
る
。
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巻

三

「
対
レ
月
独
吟
」

(
周
光
)
と

「
客
舘
対
レ
月
」
(
蓮
禅
)

巻
十

「
遊
二
関
西
山
寺

一」

巻
十

「
冬
日
参
二
詣
安
楽
寺

聖
廟

一」

が
そ
れ
で
、
季
節

は
秋
、
秋
、
冬

で
あ

る
。

二
人

は
再
会

し
た
後

、
連

れ
だ

っ

て
筑
前

の
秋
と
冬

の
自
然

に
遊

び
、
年

を
越

し
た
。
そ
し
て
、
春

の
瀬

戸
内
海

を
遊
覧

し
、
唱
和
を
楽

し
み
な
が
ら
都

へ
向

っ
た
の
で
あ

る
。
恐

ら
く
都

に
到

着

し
た
の
は
夏
も
半
ば

の
頃
で
あ

っ
た
ろ
う
か
ら
、

一
年

に
も
及

ぶ
紀

行

の
日

々
を
送

っ
た
こ
と

に
な
る
。

 

こ
の
よ
う
な
長
期
間

に
亘
る
旅

程
を
周

光
は
そ
の
生

涯
の
ど
の
時
期

に
体
験

で
き

た
で
あ

ろ
う
か
。

 
 

⑧

 
周

光
は
承
暦
三
年

(
一
〇

七
九
)

生
ま
れ
。
民
部
丞
藤
原
頼
長

の
次

子
で
、

後

に
文
章
博
士
藤
原
敦

基
の
養

子
と
な
る
。
儒
家

の
門
を
く
ぐ

っ
た
も

の
の
、

養
子

と
い
う

こ
と
で
な
か
な
か
栄
進

せ
ず
、
漸
く
天
治

元
年

(
一
一
二
四
)

四

十

六
歳

で
文
章
生

に
補

さ
れ
、
任
官

の
道
が
胴

か
れ

る
。
左
衛
門
尉

と
な
り
、

後

に
検
非
違
使
を
兼
ね
、

永
治

二
年

(
三

四
二
)

六
十

四
歳

で
叙
爵
す

る
。

学
問

と
官
職

の
両
面
で
険

阻
な
道

を
歩

み
、
若

い
時
分

か
ら
隠
遁

を
願

っ
て

い

た
周
光
で
は
あ

っ
た
け
れ
ど
、
実
際

に
そ

の
よ
う

な
生
活

に
踏

み
切

る
こ
と
は

容
易

で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
叙
爵
を
機

に
し
て
か
、
検
非
違
使

を
辞

し
、
隠
遁
生
活

に
入
る
。

そ
し
て
、
侍
従
と

し
て
再
び
出
仕
す
る

よ
う

に
な
る

の
は
久
安
年
間

(
一
一
四
五
～

一
一
五

一
)
初

め
の
こ
と

で
あ

る
。
そ

の
後
、

大
監
物

に
転
任
す
る
。
そ
し
て
、
最
後

に
生
存
が
確
認

さ
れ

る
保

元
三
年

(
一

一
五
八
)

正
月
以
後
ま
も
な
く
、

八
十
余
歳

の
生
涯
を
閉

じ
た
と
思
わ
れ
る
、

 

こ
う
し
て
周
光

の

一
生
を
見
渡

す
と
、
蓮
禅
と

と
も

に
筑
前

の
地
に
遊

ん
だ

の
は
、
検
非
違
使
を
辞
し
て
隠

遁
し
て

い
た
時
期

と
考

え
る
の
が
妥
当

で
あ

る

よ
う
に
思

わ
れ
る
。
煩
忙
な
官
職

の
間

に
あ

っ
て
は
、
上
述

の
意
味

に
お
け

る

長
期
間
の

「
遊
蕩
」

の
生
活
は
実
践
し
得

た
と
は
考
え

に
く

い
。

や
は
り
、
そ

の
後
、
叙
爵
す

る
に
至

っ
て
は
じ
め
て
、
兼
ね
て
か
ら

の
そ

の
願

い
は
漸
く

に

し
て
実
現

し
得

る
心

の
余
裕
が
生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る

の
で
あ

る
。

 
蓮
禅

の
側

か
ら
見

て
も
、

こ
の
時
期

(
周
光
六
十
五
、
六
歳

)
は
、

二
度
目

の
筑
前

下
向

か
ら
戻

っ
て
後
十
三
、
四
年
を
経
過
し
て
お
り
、
時

間

の
流

れ
の

上
で
は
矛
盾
は
な
い
。
但
、
蓮
禅

の
此
度

の
下
向

の
目
的
が
ど

の
よ
う
な
も
の

で
あ

っ
た
か
は
不
明

で
あ

る
Q

 
以
上
、
蓮
禅

・
周

光
の
筑
前
旅
行

は
、
周

光
が
隠
遁
し

て
い
た
康
治

二
、
三

年

(
一
一
四
三
～
四
)
、

蓮
禅

六
十

↓
、
 
二
歳
、
燭

光
六
十

五
、
六
歳
頃

の
こ

と
と
推
定

し
た
。

 

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
紀
行
唱
和
詩
十

六
首

を
解
釈
す

べ
き

で
あ

る
が
、
そ
れ
は

稿
を
あ
ら
た
め
て
論

じ
た
い
。

注
1
 
蓮
禅
に

つ
い
て
論

じ
た
も
の
に
、

①
平
泉
澄

「厭
世
詩
人
蓮
禅
i

三
外
往
生
記
と
本
朝
無
題
詩
1

」
(『我
が
歴
史

 

観
』
所
収
 
大

正
15
年

 
至
文
堂
)

②

大
曾
根
章
介

「『本
朝
無
題
詩
』
成

立
考

(上
)

(下
)」

(国

語
と
国
文
学
 

37
巻

 

5

・
6
号
、
昭
和

35
年

5

・
6
月
)

③
小
原
仁

「院
政
期
文
化
人
貴
族
の
思
想
動
向
-

釈
蓮
禅

(藤
原
資
基
)
を
中
心

 

に
し
て
ー

」 
(目
本
歴
史
脳
号
、
昭
和
46
年
3
月
)

④
藤
原
正
義

「蓮
禅
論
ー

院
政
期
文
学
の

一
面
i

」 

(北
九
州
大
学
文
学
部
紀

 

要

8
号
、
昭

和
48
年
3
月
)

⑤
金
原
理

「釈
蓮

禅
」
(今
井
源
衛
教
授
退
官
記
念
文
学
論
叢

、
昭

和
57
年
6
月
)
な
ど

 
が
あ
る
。

2
 

井
上
宗
雄

『平
安
後
期
歌
人
伝

の
研
究
』 

(昭
和
53
年
、
笠
間
書
院
)
所
収

「丹

 

後
守
藤
原
為
忠
」 

(P
50
 
2
)

の
御
説

に
従

い
た
い
。
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3
 
同
席
し

た
文
人

の
官
職
表
記

「能
州
司
馬
令
明
」
と

「文
章
得

業

生

鼻

通
」
か

ら
、
藤
原
サ
通
が
文
章
得
業
生
と
な

っ
た
康
和
五
年

(
=

〇

三
)

(『朝
野
群

載
』)

 
以
後
、
藤
原
令
明
が
対
策
に
及
第
し
た
長
治
三
年

(
一
一
〇

六
)
正
月

(周中
右
記
』)

 
ま

で
の
間

の
詩
会

で
あ
る
。

4
 

川
村
晃
生
氏

の
御
教
示
に
よ
る
。

5
 
蓮
禅

の
弟
、
辮
覚

と
静
俊
に

つ
い
て
は
、
注
1
①

の
論
文
を
参
照
さ
れ
た

い
。

6
 
注

1
④

の
論
文
を
参
照
さ
れ
た

い
。

7
 

こ
の
句

は
、
『漢
書
』

「項
籍
伝
」
に

「富

貴
不
レ帰

二故
郷

↓
如
二
衣
錦
夜

行
ご

 
と
あ
る
に
基
づ

く
。

8
 

周
光

の
伝
に

つ
い
て
は
、
拙

考

「藤
原
周
光
の
生
涯
」 

(平
安
文
学
研
究

67
輯

、

 
昭
和
57
年
6
月
)
を
参
照
さ
れ
た

い
。

一20一


